
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

自
殺
防
止
対
策
の
強
化
と

　

児
童
虐
待
対
策
の
強
化

佐
藤　

誠
（
新
潟
市
公
明
党
）

‌　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
自
ら

命
を
絶
つ
人
が
急
増
し
て
い
る
今
こ
そ
、

悩
み
や
困
難
を
抱
え
る
人
に
寄
り
添
い
、

支
え
る
取
り
組
み
、
速
や
か
な
対
策
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

　
　

本
市
の
今
年
の
自
殺
者
数
は
10
月

末
時
点
で
前
年
よ
り
26
人
多
く
、
大

変
深
刻
で
あ
る
。
市
民
が
悩
み
を
早
期

に
相
談
で
き
る
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

‌　
　

２
０
２
０
年
に
全
国
の
児
童
相
談

所
が
対
応
し
た
18
歳
未
満
の
子
ど
も
へ

の
虐
待
件
数
は
、
初
め
て
20
万
件
を
超

え
た
。
児
童
虐
待
対
策
の
強
化
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
市
の
児
童
虐
待
の
現

状
と
課
題
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　

児
童
相
談
所
が
昨
年
度
対
応
し
た

虐
待
件
数
は
前
年
度
比
13
・
４
％
増
で
、

少
な
か
ら
ず
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ
っ

た
と
考
え
る
。
家
庭
へ
の
早
期
支
援
が

課
題
で
あ
り
、
体
制
構
築
に
取
り
組
む
。

秋
葉
区
に
お
け
る
原
油
湧
出
へ
の
対
応
と

　

病
院
内
学
級

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

‌　
　

か
つ
て
新
津
丘
陵
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
原
油
が
採
掘
さ
れ
て
い
た
秋
葉

区
で
は
、
災
害
と
言
え
る
ほ
ど
の
原
油

湧
出
が
続
い
て
い
る
。
先
が
見
え
に
く

い
状
況
だ
が
、
地
元
住
民
は
こ
の
問
題

に
携
わ
る
関
係
者
の
底
力
に
期
待
し
て

い
る
。
今
後
の
対
応
な
ど
所
見
を
伺
う
。

　
　

朝
日
川
沈
砂
池
で
は
河
川
へ
の
原

油
流
出
対
策
を
最
優
先
に
し
な
が
ら
、

の
追
加
提
案
を
予
定
し
て
い
る
。

‌　
　

旧
北
区
役
所
跡
地
は
葛
塚
地
域
実

行
計
画
で
一
部
売
却
と
の
方
針
だ
が
、

葛
塚
市
場
利
用
者
の
駐
車
場
、
防
災
公

園
や
イ
ベ
ン
ト
の
で
き
る
空
間
と
し
て

残
し
、
学
生
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
づ
く

り
と
も
合
わ
せ
て
、
葛
塚
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
一
体
で
活
用
す
る
こ

と
で
地
域
活
性
化
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　

地
元
団
体
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
や
要
望
を
頂
い
て
い
る
が
、
ま

ず
は
令
和
４
年
４
月
に
跡
地
に
移
転
す

る
葛
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
最

大
限
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
海
側
中
枢
都
市
と
し
て
の
実
績
と

　

市
域
内
交
通
・
市
域
外
交
通
の
在
り
方

吉
田　

孝
志（

翔
政
会
）

‌　
　

本
市
は
日
本
海
側
の
中
枢
都
市
と

し
て
、
国
際
級
の
会
合
な
ど
を
開
催
で

き
る
都
市
と
な
っ
た
一
方
で
、
大
企
業

の
支
店
や
営
業
所
が
撤
退
し
て
い
る
。

日
本
海
拠
点
の
活
力
を
世
界
と
つ
な
ぐ

創
造
交
流
都
市
と
し
て
の
実
績
を
伺
う
。

　
　

本
市
は
、
大
規
模
国
際
会
議
を
招

致
し
成
功
を
収
め
た
他
、
北
東
ア
ジ
ア

で
の
拠
点
性
を
高
め
て
き
た
。
今
後
も

活
力
あ
る
新
潟
市
を
目
指
し
て
い
く
。

‌　
　

今
後
は
、
市
内
の
各
地
域
の
特
徴

を
戦
略
的
に
展
開
し
、
市
域
と
し
て
の

相
乗
効
果
を
生
み
出
す
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
拠
点
都
市
と
し
て
、
飛
行
機
や

船
舶
な
ど
に
よ
る
都
市
間
連
携
も
進
め

る
必
要
が
あ
る
が
、
市
域
内
交
通
・
市

域
外
交
通
の
未
来
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

多
核
連
携
型
都
市
の
実
現
に
向
け
、

都
心
を
中
心
と
し
た
放
射
環
状
型
の
連

携
軸
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
空
港
や
新

幹
線
な
ど
の
維
持
・
発
展
に
は
県
内
外

と
の
連
携
強
化
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

た
が
、
国
や
県
医
療
調
整
本
部
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
す
る
。

‌　
　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
よ
れ
ば
、
難
聴
と
認
知
機
能
低
下

と
は
強
い
関
連
が
あ
る
が
、
日
本
で
は

補
聴
器
の
使
用
率
が
低
い
状
況
に
あ
る
。

本
市
と
し
て
中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
費
助
成
制
度
を
創
設
し
、
認
知

機
能
低
下
を
予
防
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

補
聴
器
使
用
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
、
社
会
的
活
動
の

促
進
は
、
認
知
症
予
防
に
お
い
て
重
要

で
あ
り
、
中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
費
助
成
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

敬
老
祝
会
助
成
事
業
と

　

Ｊ
Ｒ
各
駅
駐
輪
場
の
対
応
策
と
整
備

竹
内　

功

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

‌　
　

地
域
で
長
寿
を
祝
い
、
広
く
市
民

の
老
人
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
敬
老
祝
会

助
成
事
業
は
、
本
年
度
も
休
止
し
て
い

る
。
敬
老
祝
会
は
老
人
ク
ラ
ブ
と
地
域

の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維

持
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
こ
の
助
成
事
業
が
自
治
会
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
及
ぼ
す
効
果

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

敬老祝会の様子

　
　

敬
老
祝
会
は
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ

湧
出
箇
所
の
特
定
や
回
収
を
進
め
、
小

口
地
内
で
は
回
収
作
業
を
継
続
し
つ
つ
、

効
率
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。
ま
た
、

国
か
ら
の
支
援
も
要
望
し
て
い
く
。

原油が湧出する秋葉区朝日地区

‌　
　

本
市
の
病
院
内
学
級
は
、
新
潟
市

民
病
院
・
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病

院
・
新
潟
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病

院
の
３
病
院
に
合
わ
せ
て
５
校
７
学
級

設
置
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
へ
の
対
応
と
取
り
組

み
を
伺
う
。

　
　

入
院
前
の
学
校
の
授
業
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
す
る
な
ど
、
配
置
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有
効
活
用
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
拡
充
と

　

旧
北
区
役
所
跡
地
の
活
用

風
間　

ル
ミ
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
は
温
熱
環
境
改
善
工
事
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
気
候
危
機
対
策
と
し
て

評
価
で
き
る
。環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
、

補
助
率
や
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
で
省

エ
ネ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

　
　

大
幅
な
制
度
拡
充
は
難
し
い
が
、

令
和
４
年
度
事
業
の
前
倒
し
と
し
て
、

令
和
３
年
12
月
定
例
会
に
補
正
予
算

新
・
住
生
活
基
本
計
画
の
反
映
と

　

空
き
家
問
題
の
相
談
体
制
の
構
築

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

‌　
　

国
の
新
た
な
住
生
活
基
本
計
画
の

中
で
、
空
き
家
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
管
理
・
除
却
・
利
活
用
の
一
体
的
推

進
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
が
、
本
市
の

空
家
等
対
策
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
、
施
策
を
展
開
す
る
の
か
。

　
　

本
市
の
計
画
で
も
４
つ
の
取
り
組

み
方
針
を
発
生
の
抑
制
、
活
用
の
促
進
、

適
正
管
理
の
促
進
、
管
理
不
全
の
解
消

と
し
て
お
り
、
国
の
計
画
に
沿
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

‌　
　

空
き
家
が
も
た
ら
す
社
会
問
題
は
、

防
犯
、
防
災
、
中
心
市
街
地
活
性
化
な

ど
の
複
合
的
な
要
素
を
含
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
分
野
に
ま
た
が
る
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
地
域
・
住
民
に
近
い
区
役

所
を
拠
点
と
し
、
関
係
部
局
、
関
係
団

体
が
連
携
し
た
相
談
体
制
の
構
築
が
重

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

空
き
家
対
策
に
は
専
門
的
知
識
が

必
要
と
な
る
た
め
、
協
定
締
結
団
体
と

各
区
を
含
む
関
係
課
と
の
連
携
を
強
化

し
、
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
後
遺
症
相
談
窓
口
の
設
置
と

　

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

後
遺
症
は
、
他
の
病
気
で
は
説
明
で
き

な
い
症
状
が
継
続
す
る
が
、
こ
れ
に
対

応
可
能
な
医
療
機
関
が
本
市
に
は
な
い
。

保
健
所
と
連
携
し
市
民
病
院
な
ど
に
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
後
遺
症
に
苦
し
む

市
民
に
寄
り
添
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

後
遺
症
を
疑
う
患
者
に
対
す
る
医

療
機
関
の
役
割
分
担
は
不
明
確
で
あ
っ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
や
地
域
の
一
体
感
の

醸
成
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

‌　
　

Ｊ
Ｒ
各
駅
舎
周
辺
の
駐
輪
場
で
、

自
転
車
の
置
き
方
が
特
に
煩
雑
な
駐
輪

場
の
今
後
の
対
応
策
と
施
設
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

通
勤
通
学
時
間
帯
に
は
整
理
員
が

い
る
が
、
学
生
の
利
用
が
多
い
駐
輪
場

に
は
作
業
回
数
と
整
理
員
を
増
や
し
、

学
校
に
駐
輪
マ
ナ
ー
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
施
設

整
備
は
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
進
め
る
。

小
学
校
教
科
担
任
制
導
入
と

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
基
準

水
澤　

仁
（
翔
政
会
）

‌　
　

文
部
科
学
省
が
推
奨
す
る
専
科
指

導
教
員
の
専
門
性
の
担
保
に
関
し
、
教

科
担
任
制
に
必
要
な
教
員
免
許
資
格
な

ど
の
条
件
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

当
該
教
科
の
中
学
校
や
高
等
学
校

の
普
通
免
許
状
所
有
、
免
許
状
が
な
く

と
も
研
修
で
研
究
教
科
の
専
門
性
を
高

め
て
い
る
こ
と
、
一
定
年
数
の
専
科
指

導
経
験
が
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
教
育
長
）

‌　
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
基

準
が
今
年
度
改
定
さ
れ
、
昨
年
度
ま
で

学
級
種
ご
と
だ
っ
た
配
置
が
１
学
級
当

た
り
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
支
援
員
の

い
な
い
学
級
が
複
数
出
て
い
る
。
支
援

体
制
に
支
障
が
あ
る
と
困
惑
す
る
学
校

現
場
か
ら
は
、
特
別
支
援
教
育
の
学
習

環
境
改
善
・
充
実
を
求
め
る
声
が
大
き

い
が
、
現
状
認
識
と
新
年
度
に
向
け
た

基
準
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

年
度
途
中
で
も
、
学
校
と
相
談
し

総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
支
援
員
の
追

加
配
置
を
し
て
い
る
。
今
後
も
必
要
に

応
じ
て
効
果
的
な
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

（
教
育
長
）

にいがた市議会だより3 令和４年（2022年）２月６日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。


